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謹賀新年
村長  伊集院 幼

　

村
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
平
成
29
年
の
新
春
を
ご
家
族
お
そ
ろ
い

で
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
酉
年
で
ご
ざ
い
ま
す
。
酉
年
は
、「
取
り
込
む
」
に
つ
な
が
り

運
気
を
取
り
込
み
、
人
生
を
考
え
る
の
に
向
い
た
年
と
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
本
年
が
ご
家
族
に
と
っ
て
、
よ
り
積
極
的
に
活
動
し
、
運
気
を
取
り

込
み
、
実
り
あ
る
一
年
と
な
る
よ
う
、
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
４
月
に
熊
本
県
を
震
源
と
す
る
最
大
震
度
７
の
大
地

震
や
、
６
月
に
発
生
し
た
西
日
本
を
中
心
と
す
る
大
雨
、
そ
し
て
10
月
に

は
阿
蘇
山
の
爆
発
的
噴
火
と
甚
大
な
自
然
災
害
が
相
次
ぐ
年
と
な
り
ま
し

た
。
奄
美
で
も
実
に
１
１
５
年
ぶ
り
に
雪
が
観
測
さ
れ
る
な
ど
、
改
め
て

自
然
の
驚
異
に
つ
い
て
考
え
る
年
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
昨

年
12
月
26
日
の
中
央
環
境
審
議
会
に
お
い
て
、
奄
美
群
島
が
国
立
公
園
区

域
と
し
て
指
定
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
い
よ
い
よ
世
界
自
然
遺
産
登

録
も
間
近
と
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
、
本
村
飛
躍
の
絶
好
の

契
機
と
捉
え
、
様
々
な
施
策
を
展
開
し
、
本
村
の
課
題
解
決
と
振
興
・
発

展
に
つ
な
げ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
年
頭
に
当
た
り
、
村
政
の
主
な
基
本
方
針
に
つ
い
て
申
し

あ
げ
ま
す
。
ま
ず
１
点
目
は
、「
行
財
政
改
革
の
推
進
に
よ
る
健
全
財
政

の
確
立
」
で
あ
り
ま
す
。
事
業
の
効
果
や
必
要
性
な
ど
十
分
な
検
討
を
行

い
、
常
に
「
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
」
を
目
指
し
、
健
全
財
政
の
確

立
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

２
点
目
は
「
観
光
振
興
に
よ
る
施
設
整
備
と
受
け
入
れ
体
制
の
充
実
」

で
あ
り
ま
す
。
奄
美
群
島
が
国
立
公
園
区
域
と
し
て
指
定
さ
れ
る
こ
と
が

決
定
し
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
も
間
近
と
な
り
ま
し
た
。
交
流
人
口
の
増

加
に
対
応
す
る
た
め
、
本
村
の
立
地
条
件
を
活
か
し
観
光
振
興
に
向
け
た

取
り
組
み
の
施
策
も
進
め
な
が
ら
、本
村
の
活
性
化
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

３
点
目
は
、「
農
林
水
産
業
の
振
興
に
よ
る
雇
用
創
出
並
び
に
特
産
品

の
推
進
」
で
あ
り
ま
す
。
村
の
活
性
化
は
や
は
り
第
１
次
産
業
の
振
興
が

第
一
と
の
考
え
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
振
興
策
の
継
続
・
強
化
に
務
め
ま
す
。

飛躍の年

合同会社を設立し産業振興を！

世界自然遺産をいかした観光地へ！

ま
た
、
平
成
29
年
度
か
ら
は
、
合
同
会
社
を
設
立
し
、
農
業
振
興
、
雇
用

創
出
、
特
産
品
の
販
路
拡
大
等
、
本
村
の
課
題
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

４
点
目
は
「
子
育
て
支
援
の
拡
充
と
教
育
環
境
の
推
進
」
で
あ
り
ま
す
。

本
村
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
掛
け
る
た
め
に
も
、

新
た
な
子
育
て
支
援
策
と
し
て
、
０
歳
児
保
育
の
実
施
や
、
教
育
環
境
の

整
備
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
塾
の
開
講
や
、地
元
専
門
学
校
通
学
助
成
、

奨
学
金
返
済
助
成
制
度
の
実
施
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

そ
の
他
、「
道
路
交
通
網
、情
報
通
信
網
、生
活
環
境
の
整
備
促
進
」、「
高

齢
者
福
祉
の
充
実
に
よ
る
安
全
・
安
心
な
村
づ
く
り
」、「
定
住
促
進
の
充

実
・
強
化
に
よ
る
人
口
減
少
対
策
」
の
、
合
計
７
つ
の
基
本
方
針
を
推
進

し
、
村
民
と
共
に
明
る
く
心
豊
か
な
「
ま
ほ
ろ
ば
大
和
」
の
創
造
に
取
り

組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
村
民
悲
願
の
「
宮
古
崎
ト
ン
ネ
ル
」
の
早
期
完
成
へ
関
係
機
関

と
連
携
し
て
取
り
組
む
他
、
昨
年
完
成
し
た
大
和
村
防
災
セ
ン
タ
ー
を
防

災
の
拠
点
施
設
と
位
置
づ
け
、
村
民
の
更
な
る
安
全
・
安
心
の
向
上
に
努

め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

先
人
が
築
き
上
げ
た
功
績
を
守
り
な
が
ら
、「
豊
か
な
自
然
や
伝
統
文

化
」
を
継
承
し
、
後
世
に
残
し
て
い
く
た
め
の
施
策
を
推
進
し
て
い
き
な

が
ら
、大
和
村
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
自
然
と
共
生
し
、生
き
生
き
、安
全
・

安
心
な
住
み
よ
い
村
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
て
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
等
に
、
全
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
全
力
を
尽
く
し
て
参
る

所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
村
民
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

  

新
春
に
あ
た
り
、
村
民
の
皆
様
方
の
限
り
な
い
ご
多
幸
と
、
益
々
の
ご

健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

湯湾岳頂上付近からドローン撮影
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出
席
者
名
（
敬
称
略
）（
列
・
右
か
ら
）

　

大
和
校
区

　

中　

あ
か
り
（
前
列
・
⑦
）

　

江
﨑　

翔
一
（
後
列
・
⑦
）

　

仁
添　

彩
美
（
前
列
・
⑧
）

　

福
島　

ま
も
る
（
後
列
・
⑤
）

　

中
山　

恵
（
中
列
・
③
）

　

武
原　

成
美
（
中
列
・
②
）

　

池
田　

拓
哉
（
後
列
・
④
）

　

椎
原　

颯
太
（
後
列
・
⑥
）

　

仁
規　

将
太
郎
（
後
列
・
③
）

　

大
棚
校
区

　

霧
島　

宏
樹
（
後
列
・
①
）

　

前
田　

友
梨
（
中
列
・
①
）

　

竹
中　

信
（
後
列
・
②
）

　

津
田　

祐
美
（
前
列
・
②
）

　

名
音
校
区

　

坂
元　

奈
菜
（
前
列
・
①
）

　

二
十
歳
の
記
念
日
・
成
人
式
が
1
月
4
日
、
大
和
村
防
災
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
成
人
の
門
出
を
祝
っ
た
の
は
村
出
身
の
14
人
。
久
し

ぶ
り
に
再
会
し
た
仲
間
た
ち
と
喜
び
を
分
か
ち
合
い
、
輝
く
笑
顔

で
会
場
に
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　

藤
井
教
育
長
が
、「
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
お
い
て
喜
び
も
、
悩
み

も
、
苦
し
み
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
人
に
優
し
く
、
自
分
に
は
負
け

な
い
ス
ッ
ト
ゴ
レ
魂
で
、
志
を
果
た
し
て
欲
し
い
」
と
式
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
続
い
て
、
伊
集
院
村
長
、
勝
山
大
和
村
議
会
議
長
、

晨
原
大
和
村
連
合
青
年
団
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
伊
集
院
村

長
は
、「
で
き
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
ど
う
し
た
ら
で
き
る
よ
う

に
な
る
か
を
考
え
、
勇
気
を
も
っ
て
実
行
す
る
こ
と
。
そ
の
決
断

が
正
解
と
な
る
よ
う
努
力
を
続
け
る
こ
と
」
と
激
励
の
言
葉
を
贈

り
ま
し
た
。

　

恒
例
の
新
成
人
に
よ
る
自
己
紹
介
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
や
、

将
来
の
夢
を
語
り
ま
し
た
。
国
直
出
身
の
江
﨑
翔
一
さ
ん
は
東
京

で
音
楽
を
学
ん
で
お
り
、
昨
年
末
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
歌
合
戦
に
は
歌

手
の
Ａ
Ｉ
さ
ん
の
バ
ッ
ク
コ
ー
ラ
ス
と
し
て
出
演
。「
成
人
式
に
参

加
し
て
、
地
域
の
人
が
自
分
た
ち
を
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
と
知

っ
て
と
て
も
う
れ
し
い
。
こ
れ
か
ら
も
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。
祝
い
の
席
で
は
同
席
者
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え

自
慢
の
美
声
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ご
家
族
を
は
じ
め
地
域
住
民
の
温
か
な
愛
情
を
た
っ
ぷ
り
と
受

け
て
立
派
に
成
人
を
迎
え
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

二
十
歳
の
記
念
日

成
人
式

■
鹿
児
島
県
消
防
協
会
功
績
章

　

森
田　

昌
敬
（
今
里
・
59
歳
）

　

梅
田　

健
二
（
名
音
・
45
歳
）

■
鹿
児
島
県
知
事
10
年
勤
続
章

　

直
島　

秀
治
（
大
和
浜
・
37
歳
）

　

山
下　

宗
範
（
今
里
・
40
歳
）

■
大
島
支
部
長
功
績
賞

　

戸
内　

菊
治
（
戸
円
・
58
歳
）

■
大
島
支
部
長
15
年
勤
続
章

　

重
野　

浩
也
（
今
里
・
51
歳
）

初泳ぎ

書き初め

出初め式

大
和
村
水
泳
連
盟
（
伊
集
院
幼
会

長
）
主
催
の
第
33
回
新
春
初
泳
ぎ

が
１
月
２
日
、
国
直
海
岸
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
35
名
の
ス
イ
マ

ー
が
参
加
し
、
冷
た
い
水
で
身

を
清
め
、
恒
例
の
三
本
締
め
で
一

年
間
の
無
病
息
災
を
願
い
ま
し
た
。

大
和
村
教
育
委
員
会
（
藤
井
俊
郎

教
育
長
）
が
、
冬
休
み
学
習
教
室

の
一
環
と
し
て
、
書
き
初
め
大
会

を
1
月
6
日
、
大
和
村
防
災
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
村
内
小

中
学
生
26
人
が
参
加
し
、
毛
筆
と

硬
筆
で
書
き
初
め
を
行
い
ま
し
た
。

　

1
月
8
日
、
大
和
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
お
い
て
、
一
年
の
無
火
災
・
無
災

害
と
団
員
の
士
気
高
揚
を
祈
念
し
て
消

防
出
初
め
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
団

員
の
機
敏
な
動
作
で
ホ
ー
ス
が
瞬
く
間

に
延
長
さ
れ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
見
事
な

５
色
の
放
水
ア
ー
チ
が
架
か
る
と
会
場

か
ら
大
き
な
拍
手
が
あ
が
り
ま
し
た
。

春
恒例

新
2017
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きちんと飼育するとは…？

飼い猫を登録をし、身元を表示しましょう

室内で飼いましょう

不妊・去勢を行いましょう

迷い猫になり保護された場合、身元が分か
れば飼い主の元に戻すことができます。

屋外の環境は感染症や交通事故など、ネコ
にとって必ずしも安全とはいえません。室
内でもストレスがたまらないよう工夫を。

産まれる子猫をすべて適切に飼育できます
か？ 事前に不妊・去勢手術を行いましょう。

不妊・去勢手術をすると…
・繁殖することがありません。
・発情期がなくなるため、発情にともなうケンカ
や鳴き声が軽減されます。

・マーキングとその臭いが少なくなります。
・卵巣、精巣などの病気を予防することができます。

　集落内でも見かけることが多いネコ。かわいいけれど厄介な一面も。庭にフンをされたり、

夜中の鳴き声など、ちょっと困ってしまいます。

　さらに厄介なことに、本来は飼い猫として室内にいるべきネコが山に入ってしまっています。

奄美が誇る世界的に希少な生物を食べて生活し、繁殖を続けていることがわかっています。

　どうしたらネコと人間と野生生物が共生することができるのでしょうか。この問題を解決で

きるのは、私たちだけです。飼い猫はきちんと飼育すること。　ノラネコをつくりださないこと。

これからのネコと人間、野生生物の共生のために、この 2 つに取り組んでみませんか？

それから
また

半年後・
・・その

半年後・
・・

１匹から

　５匹生まれ。。。

３匹のメスから

１５匹生まれ。。。

９匹のメスから

４５匹生まれる。。。

　ネコは生後半年～１歳で出産可能になり、１度
に 3 ～ 8 匹（平均 5 匹）出産します。また、１年に
２～３回出産可能なので、１匹のネコから１年間で
５０～７０匹に増える可能性があります。
　飼い猫が増えすぎてしまうと、管理が行き届かな
くなり、ノラネコ・ノネコが増え様々な問題が起こっ
てしまいます。

ネコの繁殖シミュレーション

これからのネコのこと
不妊・去勢手術の費用を全額助成！

飼い猫の不妊・去勢手術にかかる費用を助成していますので、手術
をしていないネコを飼っている方は、住民税務課までお申し込みく
ださい。

ノラネコを捕獲して
不妊去勢手術を行います

耳がカットされているノラネコは
手術が済んだネコです。このネコ
は繁殖をしないので、ノラネコが
増えることはありません。

これ以上ノラネコを増やさないため、特定の飼い主の
いない、集落に住むネコを捕獲し、不妊去勢手術を行
ったあと、捕獲した場所に戻します。ふん尿などの悪
臭や発情期の鳴き声、ケンカなどの低減も期待できま
す。

TNR

TNRを実施する前に集落説明会を行います
TNR の実施にあたり事前に集落で説明会を実施しています。登録している飼い猫を
誤って捕獲しないよう、家の中で飼育してもらうことや首輪と登録証の装着を飼い
主へ依頼します。万一、登録した飼い猫が捕獲された場合は、ただちに飼い主へ届
けます。また、住民のみなさんからノラネコの多い場所などを聞き取り、効果的な
捕獲に努めています。事前説明会の日程は集落放送等でお知らせします。

その他の集落は 4 月以降に順次実施します。

2 月 5 日
対象：国直・湯湾釜・津名久
3 月 5 日
対象：思勝・大和浜

問合せ先
大和村役場　住民税務課
電話 0997-57-2127（直通）

オス　15,000 円
メス　25,000 円
申し込み期限　平成 29 年 3 月 26 日

ノラネコを作り出さないために

 実施予定



シマの 題話

ひらとみ朝市 開催
正月準備は朝市で

　

年
末
恒
例
の
ひ
ら
と
み
朝
市
（
主
催
：
同
実
行
委
員
会
）
が
12
月
28
日

（
水
）
大
和
港
思
勝
地
区
緑
地
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
場
産
の
野
菜
や
近
海
で
水
揚
げ
さ
れ
た
新
鮮
な
魚
介
類
、
正
月
飾
り

の
門
松
や
し
め
縄
な
ど
お
正
月
に
向
け
た
商
品
が
並
び
、
大
勢
の
村
民
で

賑
わ
い
ま
し
た
。
毎
年
人
気
を
博
し
て
い
る
福
元
産
の
大
根
は
、
午
前
７

時
に
販
売
が
始
ま
る
と
販
売
ブ
ー
ス
は
大
混
雑
し
、
即
完
売
と
な
り
ま
し

た
。

　

会
場
で
は
、
役
場
の
若
手
職
員
ら
が
、
威
勢
の
良
い
声
を
あ
げ
な
が
ら
、

蒸
し
上
が
っ
た
ば
か
り
の
ホ
カ
ホ
カ
の
餅
米
を
つ
き
ま
し
た
。
ま
ほ
ろ
ば

や
ま
と
漁
業
集
落
が
、
半
身
が
入
っ
た
伊
勢
エ
ビ
汁
を
、
生
活
研
究
グ
ル

ー
プ
が
つ
き
た
て
の
お
餅
が
入
っ
た
ぜ
ん
ざ
い
を
無
料
で
振
る
舞
い
、
来

場
者
は
体
を
温
め
て
ほ
っ
と
一
息
つ
い
て
い
ま
し
た
。

　

12
月
4
日
に
第
5
回
大
和
ま
ほ
ろ
ば
福
祉
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、

２
０
０
人
以
上
が
訪
れ
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
恒
例
の
「
支
え

合
い
商
店
街
」
に
は
、
地
域
支
え
合
い
グ
ル
ー
プ
な
ど
11
団
体
が
ブ
ー

ス
を
構
え
、
物
品
販
売
の
ほ
か
、
手
作
り
の
ぜ
ん
ざ
い
や
お
菓
子
な
ど

数
多
く
の
試
食
品
を
提
供
し
ま
し
た
。
講
師
に
順
天
堂
大
学
の
奥
村
康

教
授
を
迎
え
「
免
疫
と
長
生
き  

～ 

不
良
長
寿 

～
」
と
題
し
た
講
演
で
は
、

声
を
出
し
て
笑
う
こ
と
で
ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ
ー
細
胞
が
活
性
化
さ
れ
る

こ
と
な
ど
、
免
疫
を
高
め
る
秘
訣
な
ど
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
ま
じ
め
に

摂
生
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
少
々
の
こ
と
は
笑
い
飛
ば
し
て
生
き
る
こ

と
が
免
疫
を
高
め
長
寿
に
つ
な
が
る
と
い
っ
た
目
か
ら
鱗
の
内
容
に
驚

い
た
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。
開
催
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
介
護
が
必
要

に
な
っ
て
も
、
障
害
が
あ
っ
て
も
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
本
人
も
家
族

も
周
囲
も
ハ
ッ
ピ
ー
に
過
ご
す
た
め
」
の
大
き
な
ヒ
ン
ト
と
な
り
ま
し

た
。

笑い声で不良長寿
大和まほろば福祉まつり開催

■元気高齢者賞
　大町 レイさん
　仲新城 長章さん
　福原 鐵二さん
■女性の検診率優秀賞
　名音集落

■検診受診率躍進賞
　国直集落
■ 8020 運動表彰
　直島 榮男さん
　福山 一憲さん

シマの 題話

　

い
い
夫
婦
の
日
で
あ
る
11
月
22
日
、
合
同
金
婚

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
結
婚
50
年
目
の
カ
ッ
プ
ル

は
村
内
に
4
組
。
合
同
金
婚
式
に
出
席
さ
れ
た
の

は
、
湯
湾
釜
集
落
の
中
濱
哲
治
さ
ん
、
紀
美
代
さ

ん
ご
夫
妻
、
大
棚
集
落
の
奥
枝
敬
三
さ
ん
・
セ
キ

さ
ん
ご
夫
婦
の
2
組
で
す
。

　

と
も
に
元
気
で
仲
良
く
結
婚
生
活
を
送
ら
れ
た

4
人
に
、
健
康
と
夫
婦
円
満
の
秘
訣
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
中
濱
さ
ん
ご
夫
妻
の
健
康
の
秘

訣
は
、「
三
度
の
食
事
を
き
っ
ち
り
と
食
べ
、
規

則
正
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
」。
奥
枝
さ
ん
か
ら

は
「
ケ
ン
カ
し
て
言
い
過
ぎ
た
と
思
っ
た
ら
、
素

直
に
に
謝
る
こ
と
、
思
い
や
り
を
互
い
に
持
つ
こ

と
」
だ
そ
う
で
す
。
見
習
い
た
い
で
す
ね
。

ともに元気で 50年
　

株
式
会
社
グ
レ
イ
美
術
（
浜
崎
哲
義
社
長
）
が

東
京
農
工
大
学
と
共
同
研
究
を
行
っ
た
希
少
植
物

ア
オ
ノ
ク
マ
タ
ケ
ラ
ン
の
成
分
に
関
す
る
特
許
取

得
を
受
け
、
12
月
7
日
、
大
和
村
防
災
セ
ン
タ
ー

に
て
同
社
が
記
者
会
見
を
行
い
ま
し
た
。
ア
オ
ノ

ク
マ
タ
ケ
ラ
ン
か
ら
抽
出
し
た
成
分
が
ア
ト
ピ

ー
性
皮
膚
炎
に
よ
る
炎
症
の
解
消
や
皮
膚
バ
リ
ア

機
能
の
回
復
な
ど
に
効
果
が
あ
る
こ
と
が
実
証
さ

れ
、
同
成
分
の
入
っ
た
化
粧
品
を
販
売
し
た
と
発

表
。
同
社
は
今
後
、
奄
美
ハ
ナ
ハ
ナ
に
て
体
験
型

化
粧
品
工
場
や
観
光
植
物
園
な
ど
を
計
画
し
て
い

る
こ
と
も
発
表
し
、
2
0
1
9
年
か
ら
の
オ
ー

プ
ン
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
村
内
の
雇
用
促
進
や

観
光
客
の
流
入
に
よ
る
村
全
体
の
活
性
化
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

大和村観光に新風

　

1
月
14
日
、
大
棚
小
学
校
で
島
口
か
る
た
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
校
児
童
が
参
加
し
、
学

年
別
と
レ
ベ
ル
別
で
対
戦
し
、
日
本
伝
統
の
正
月

遊
び
と
島
口
の
格
言
に
親
し
み
ま
し
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、
島
口
を
読

み
上
げ
ま
す
。
読
み
手
と
し
て
参
加
し
た
奥
田
カ

ツ
子
さ
ん
が
、
カ
ル
タ
を
読
ん
だ
あ
と
に
、
わ
か

り
や
す
い
言
葉
で
格
言
の
内
容
を
児
童
ら
に
伝
え

る
と
、
児
童
ら
は
真
剣
な
顔
つ
き
で
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。「
標
準
語
を
使
い
ま
し
ょ
う
」
と
指

導
さ
れ
た
時
代
に
育
っ
た
奥
田
さ
ん
は
、「
今
は

真
逆
の
時
代
」
と
言
い
、
子
ど
も
た
ち
に
島
口
に

親
し
ん
で
欲
し
い
と
語
り
ま
し
た
。
優
勝
し
た
6

年
生
の
徳
楓
汰
く
ん
は
「
島
口
は
少
し
し
か
わ
か

ら
な
い
、難
し
い
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

島口でカルタ遊び
　

12
月
11
日
、
名
音
港
湾
ス
テ
ー
ジ
で
「
大
音
楽

祭
な
お
ん
フ
ェ
ス
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
域

お
こ
し
に
つ
な
げ
よ
う
と
同
集
落
在
住
の
上
村
貴

仁
さ
ん
（
29
歳
）
が
発
案
し
、
名
音
青
年
団
が
中

心
と
な
り
運
営
。
村
内
外
か
ら
訪
れ
た
２
０
０
人

以
上
の
来
場
者
は
、
お
昼
か
ら
夜
ま
で
音
楽
演

奏
や
余
興
な
ど
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
み
ま
し

た
。
お
よ
そ
20
組
の
出
演
者
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
の

他
、
村
内
外
か
ら
お
で
ん
、
焼
き
鳥
、
ス
イ
ー
ツ

な
ど
の
食
べ
物
の
出
店
が
あ
り
ま
し
た
。
中
で
も

名
音
青
年
団
が
自
ら
釣
り
上
げ
た
イ
カ
を
使
っ
た

マ
ダ
汁
は
、
人
気
を
博
し
て
い
ま
し
た
。

名音で音楽フェス

9 8広報やまと 1 月号 広報やまと１月号



　こんにちは、だいぶ寒くなりましたね。今年、私は初めて奄美で年を越
しました。大晦日は、門松を作っている方がいたり、お餅をついているお
宅を見かけたりしました。お正月はいくつかのご家庭で三献をいただく機
会があって、丁寧に作られたお正月の料理はとても美味しく、心まで温ま
るような味でした。これらの伝統文化は素晴らしいものだと思います。末
長く続いて欲しいと思います。

　さて、今年は大和村にとっても重要な年になる気がしています。昨年過
ごしてみて、私が大和村に必要だと思うことを書き出してみました。

① 大和村の収入を増やす

　・ふるさと納税を活用して、村内の事業者の収入を増やす

　・他の土地で珍しい野菜（パパイヤ、イモ類など）の販路を広げる

　・ものづくりを促進し、村に立ち寄った人が買えるものを作る

　・観光に関する事業者を増やす

② 村から出ていくお金を減らす

　・できるだけ村内、もしくは島内でものを買う

　・村外で買っているものを、村内で作る（例えばお菓子、お米など）

　・村内でも楽しめるようにイベントを企画、開催する

③ 観光地としてのベース作り

　・観光客は地元の人とふれあいたいので、地元ガイドの育成を目指す

　・ほとんどのお客さんは空港や名瀬からくるので、案内の導線を見直す

　・観光は美しい自然があってこそ。環境保護やゴミ拾いを定着したい

　・将来の大和村について話し合うグループを立ち上げたい

　興味がある方、一緒に何か取り組んでみたい方を随時募集していますの
で、お気軽にお声がけくださいね。また、その他に役場と協力してインタ
ーネットを使った PR、奄美フォレストポリスの活用、大和まほろば館の活用、
空き家対策・移住定住促進も必要だと思っています。

　大和村の良いところは、外的ストレスが少なく、環境が清らかで、人が
豊かな自然と調和した伝統的な生活をしていることだと思います。食材も
新鮮で、最高に美味しいです。奄美に住んでいると当たり前に感じるかも
しれませんが、これは素晴らしいことです。私の仕事は、この環境を守り
つつ、良いところをさらに応援することなのかもしれないと最近思ってい
ます。

Wonder Amami ワンダー奄美

村内でお菓子を作って販売するグル
ープ「やまとや」を作りました。メ
ンバー募集中です。

12 月 23 日に国直公民館でクラフト
＆骨董市を開催し、たくさんのお客
さんに恵まれました。

初めてスルメと昆布とお塩をもらう
お正月の伝統行事を体験しました。
　　　　　　　

1 月中旬、マテリヤの滝の近くでワ
ラビをみました。春の気配ですね。

ワンダー奄美

地域おこし協力隊　小海もも子の

Wonder Amami
2017年に大和村でやりたいことと、仲間募集！

第 4回

第 2 回大和村のクラフト＆骨董市
宮古崎つつじウォークと同時開催！！

　日時  3 月 12 日（日）  12 時～ 15 時
　場所  国直公民館　

マダニの感染症

　

今
回
は
マ
ダ
ニ
感
染
症
、
そ
の
中
で
も
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候

群
（
以
下
、
S
F
T
S
）
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
S
F
T
S
と

は
、
2
0
1
1
年
に
初
め
て
特
定
さ
れ
た
、
S
F
T
S
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
病
気
で
す
。
主
な
症
状
は

発
熱
と
消
化
器
症
状
で
、
重
症
化
す
る
と
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

2
0
0
9
年
以
降
、
中
国
な
ど
で
患
者
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本

で
も
2
0
1
3
年
1
月
、
S
F
T
S
の
患
者
が
国
内
で
初
め
て
確
認
さ

れ
、
そ
の
後
も
西
日
本
を
中
心
に
患
者
の
発
生
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

奄
美
で
発
生
す
る
可
能
性
も
十
分
に
あ
り
ま
す
。

　

多
く
の
場
合
、
S
F
T
S
ウ
イ
ル
ス
を
保
有
し
て
い
る
マ
ダ
ニ
に
咬

ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
感
染
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
患
者
の
多
く
は
マ
ダ
ニ

の
活
動
期
で
あ
る
春
か
ら
秋
に
か
け
て
発
生
し
て
い
ま
す
。
マ
ダ
ニ
と
、

食
品
等
に
発
生
す
る
コ
ナ
ダ
ニ
や
衣
類
や
寝
具
に
発
生
す
る
ヒ
ョ
ウ
ヒ
ダ

ニ
な
ど
、
家
庭
内
に
生
息
す
る
ダ
ニ
と
で
は
全
く
種
類
が
異
な
り
ま
す
。

ま
た
、植
物
の
害
虫
で
あ
る
ハ
ダ
ニ
類
と
も
異
な
り
ま
す
。
マ
ダ
ニ
類
は
、

固
い
外
皮
に
覆
わ
れ
た
比
較
的
大
型
の
ダ
ニ
で
、
主
に
森
林
や
草
地
等
の

屋
外
に
生
息
し
て
お
り
、
市
街
地
周
辺
で
も
見
ら
れ
ま
す
。
日
本
で
実
施

さ
れ
た
調
査
の
結
果
、
複
数
の
マ
ダ
ニ
種
か
ら
S
F
T
S
ウ
イ
ル
ス
の

遺
伝
子
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
ヒ
ト
へ
の
感
染
に
関
与
し
て

い
る
か
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

S
F
T
S
に
か
か
ら
な
い
た
め
に
は
、
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。こ
れ
は
国
内
で
毎
年
多
く
の
報
告
例
が
あ
る
、

つ
つ
が
虫
病
や
日
本
紅
斑
熱
な
ど
、
ダ
ニ
が
媒
介
す
る
他
の
疾
患
の
予
防

の
た
め
に
も
有
効
で
す
。
草
む
ら
や
藪
な
ど
、
マ
ダ
ニ
が
多
く
生
息
す
る

場
所
に
入
る
場
合
に
は
、
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
（
シ
ャ
ツ
の
裾
は
ズ
ボ
ン
の

中
に
、
ズ
ボ
ン
の
裾
は
靴
下
や
長
靴
の
中
に
入
れ
る
、
ま
た
は
登
山
用
ス

パ
ッ
ツ
を
着
用
す
る
）、足
を
完
全
に
覆
う
靴
（
サ
ン
ダ
ル
等
は
避
け
る
）、

帽
子
、
手
袋
を
着
用
し
、
首
に
タ
オ
ル
を
巻
く
等
、
肌
の
露
出
を
少
な
く

す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
服
は
、
明
る
い
色
の
も
の
（
マ
ダ
ニ
を
目
視
で

確
認
し
や
す
い
）
が
お
薦
め
で
す
。
D
E
E
T
（
デ
ィ
ー
ト
）
と
い
う
成

分
を
含
む
虫
除
け
剤
の
中
に
は
服
の
上
か
ら
用
い
る
タ
イ
プ
が
あ
り
、
補

助
的
な
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
屋
外
活
動
後
は
入
浴

し
、マ
ダ
ニ
に
刺
さ
れ
て
い
な
い
か
確
認
し
て
下
さ
い
。特
に
、わ
き
の
下
、

足
の
付
け
根
、
手
首
、
膝
の
裏
、
胸
の
下
、
頭
部
（
髪
の
毛
の
中
）
な
ど

が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
S
F
T
S
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て
有

効
な
ワ
ク
チ
ン
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

マ
ダ
ニ
類
の
多
く
は
、
ヒ
ト
や
動
物
に
取
り
付
く
と
、
皮
膚
に
し
っ
か

り
と
口
器
を
突
き
刺
し
、
長
時
間
（
数
日
か
ら
、
長
い
も
の
は
10
日
間
以

上
）
吸
血
し
ま
す
が
、
咬
ま
れ
た
こ
と
に
気
が
つ
か
な
い
場
合
も
多
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
吸
血
中
の
マ
ダ
ニ
に
気
が
付
い
た
際
、
無
理
に
引
き

抜
こ
う
と
す
る
と
マ
ダ
ニ
の
一
部
が
皮
膚
内
に
残
っ
て
化
膿
し
た
り
、
マ

ダ
ニ
の
体
液
を
逆
流
さ
せ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
医
療

機
関
で
処
置
（
マ
ダ
ニ
の
除
去
、
洗
浄
な
ど
）
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
後
、
数
週
間
程
度
は
体
調
の
変
化
に
注
意
を
し
、

発
熱
等
の
症
状
が
認
め
ら
れ
た
場
合
は
医
療
機
関
で
診
察
を
受
け
て
下
さ

い
。
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文
献

１ 

重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群
（SFTS

）
に
つ
い
てhttp://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/bunya/
kenkou/kekkaku-kansenshou19/sfts.htm

l

２ 

マ
ダ
ニ
対
策
、
今
で
き
る
こ
とhttp://w

w
w

.nih.go.jp/niid/ja/sfts/2287-ent/3964-
m

adanitaisaku.htm
l

お
知
ら
せ

大
和
診
療
所
で
は
平
成
29
年
4
月
よ
り
、
水
曜
午
後
に
小
児

科
外
来
（
小
川
結
実
医
師
）
を
始
め
ま
す
。
予
防
接
種
を
は

じ
め
、
体
調
や
発
達
の
相
談
な
ど
に
対
応
し
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

11 10広報やまと 1 月号 広報やまと１月号



確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す

奄
美
大
島
年
金
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

○ 
確
定
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に　
　

　

平
成
28
年
分
の
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定

申
告
期
間
は
、
平
成
29
年
2
月
16
日
（
木
）
か
ら
平
成
29

年
3
月
15
日
（
水
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
1
月
1
日
か
ら
平
成
28
年
12
月
31
日

ま
で
の
課
税
期
間
に
お
け
る
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の

確
定
申
告
期
間
は
、
平
成
29
年
2
月
16
日
（
木
）
か
ら
平

成
29
年
3
月
31
日
（
金
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
所
得

税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
並
び
に
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
は
、
納
税
者
自
身
が
所
得
金
額
や
税
額
を
正
し
く
計
算

し
て
納
税
す
る
申
告
納
税
制
度
を
採
用
し
て
い
ま
す
の

で
、
申
告
と
納
税
は
、
期
限
内
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

申
告
期
限
が
間
近
に
な
り
ま
す
と
、
申
告
相
談
会
場
は
大

変
混
雑
し
、
長
時
間
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
申
告
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
で
作
成
し
た
確
定
申
告
書
は
e
ー
T
a
x

を
利
用
し
て
提
出
で
き
、
ま
た
印
刷
し
て
所
轄
税
務
署
へ

郵
送
等
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
是
非

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

○ 

平
成
28 

年
分
の
確
定
申
告
書
等
に
は
個
人
番
号
の
記

載
が
必
要
で
す

　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）
の

導
入
に
伴
い
、
平
成
28
年
分
の
確
定
申
告
書
等
に
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
の
記
載
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
を
記
載
し
た
確

定
申
告
書
等
を
税
務
署
へ
提
出
す
る
際
に
は
、
申
告
さ
れ

る
ご
本
人
の
本
人
確
認
書
類
の
提
示
又
は
写
し
の
添
付
が

必
要
で
す
。

《
本
人
確
認
を
行
う
と
き
に
使
用
す
る
書
類
の
例
》

例
１
：
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）【
番

号
確
認
及
び
身
元
確
認
書
類
】　

例
２
：
通
知
カ
ー
ド
【
番
号
確
認
書
類
】
＋
運
転
免
許
証

等
【
身
元
確
認
書
類
】

　

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w

.nta.go.jp

又
は 

国
税
庁 

で
検
索 

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り

の
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

大
島
税
務
署　

電
話
０
９
９
７
（
５
２
）
４
３
２
１

※
自
動
音
声
案
内
に
し
た
が
い
、「
２
」
を
選
択
し
て
く

だ
さ
い
。

　

法
律
改
正
に
よ
り
、
平
成
29
年
8
月
か
ら
年
金
を
受
け

取
る
た
め
に
必
要
な
年
数
が
25
年
（
3
0
0
ヶ
月
）
か

ら
10
年
（
1
2
0
ヶ
月
）
と
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、
年
金

を
受
け
取
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
年

金
を
受
給
す
る
た
め
、
年
金
額
を
増
や
す
た
め
に
も
、
ご

自
身
の
年
金
の
加
入
年
数
に
つ
い
て
ご
確
認
の
う
え
、
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
や
免
除
等
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

電
話
で
の
ご
相
談
に
は
年
金
手
帳
等
に
記
載
が
あ
る

「
基
礎
年
金
番
号
」
が
必
要
で
す
。
ご
来
所
さ
れ
て
の
ご

相
談
に
は
年
金
手
帳
と
免
許
証
等
が
必
要
で
す
。（
代
理

人
が
来
所
の
場
合
は
委
任
状
と
ご
本
人
の
印
鑑
も
必
要
で

す
。）
詳
し
く
は
年
金
事
務
所
ま
た
は
市
町
村
担
当
窓
口

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
問
合
せ
先　

奄
美
大
島
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課

電
話　

０
９
９
７
（
５
2
）
4
3
4
1
（
ア
ナ
ウ
ン
ス
ご

2
番
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。）

※
電
話
の
受
付
時
間
は
8
時
30
分
～
17
時
15
分
ま
で（
土
・

日
・
祝
、
12
月
29
日
～
1
月
3
日
を
除
く
）　

　

奄
美
基
金
は
、
奄
美
群
島
の
産
業
振
興
を
図
る
た
め
、

融
資
業
務
・
保
証
業
務
に
よ
り
事
業
者
の
方
々
へ
の
事
業

資
金
の
円
滑
な
供
給
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

保
証
業
務
は
、
事
業
者
の
方
々
が
金
融
機
関
か
ら
借
入

を
行
う
際
に
、
奄
美
基
金
が
信
用
保
証
を
行
う
こ
と
で
円

滑
な
資
金
供
給
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。（
詳
細
に
つ
い

て
は
奄
美
基
金
、
各
金
融
機
関
、
各
商
工
会
等
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）　

奄
美
群
島
振
興
開
発
基
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

貸付利率

0.08 ～ 0.23％

0.23 ～ 0.90％

設備 1.31 ～ 2.37％
運転 1.71 ～ 2.71％

設備 1.31 ～ 2.37％
運転 1.71 ～ 2.71％

設備 1.31 ～ 2.37％
運転 1.71 ～ 2.71％

設備 1.31 ～ 2.37％
運転 1.71 ～ 2.71％

貸付期間

5 ～ 15 年

5 ～ 10 年

設備 20 年
運転  7 年

設備 20 年
運転  7 年

設備 20 年
運転  7 年

設備 20 年
運転  7 年

貸付の限度額

個人 1,000 万円
法人 1,500 万円

個人 2,000 万円
法人 4,000 万円

個人・法人
1 億円

個人・法人
1 億円

個人・法人
1 億円

個人・法人
1 億円

資金使途

設備資金

設備資金

設備資金
運転資金

設備資金
運転資金

設備資金
運転資金

設備資金
運転資金

資金名

農・林業振興資金

水産業振興資金

観光関連産業振興資金

流通・
加工業等振興資金

地域資源等振興資金

地域活性化・
雇用促進資金

※貸付金利は、平成 28 年 11 月 17 日現在のものです。

※貸付期間及び貸付利率は資金使途などにより異なります。また融資にあ

たっては所定の審査が必要となります。

□
問
合
せ
先

独
立
行
政
法
人　

奄
美
群
島
振
興
開
発
基
金　

本
部

（
担
当　

業
務
課
）

電
話 

0
9
9
7
（
5
2
）
4
5
1
1

奄美基金の主な融資制度のご案内

奨
学
資
金
・
入
学
準
備
金
貸
付
制
度
に
つ
い
て

　

本
村
に
お
い
て
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
高
等
学
校

及
び
大
学
等
へ
の
進
学
困
難
な
生
徒
に
対
し
て
学
資
を
貸

与
し
て
有
用
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
奨
学
資
金
の
貸

し
付
け
及
び
入
学
準
備
金
の
貸
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
奨
学
生
の
資
格
】

　

本
村
内
に
引
き
続
き
３
年
以
上
居
住
し
て
い
る
者
の
子

ど
も
等
で
、
品
行
方
正
、
学
力
優
秀
で
学
資
の
支
弁
が
困

難
と
認
め
ら
れ
る
者
。

【
奨
学
資
金
貸
付
金
額
】

　

高
等
学
校
奨
学
生　
　
　
　
　
　
　

月
額
1
万
円

　

高
等
専
門
学
校
奨
学
生　
　
　
　
　

月
額
1
万
5
千
円

　

短
期
大
学
及
び
専
門
学
校
奨
学
生　

月
額
2
万
円

　

大
学
奨
学
生　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
額
3
万
円

【
入
学
準
備
金
】

　

短
期
大
学
（
専
門
学
校
を
含
む　
　

50
万
円
ま
で

　

大
学　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

50
万
円
ま
で

※
た
だ
し
、
入
学
前
に
納
付
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
金
額
の

範
囲
内
と
す
る
。

【
入
学
前
の
資
金
交
付
】

　

入
学
前
に
入
学
金
又
は
授
業
料
等
の
納
入
が
必
要
で
あ

る
場
合
に
は
、
入
学
月
前
２
か
月
以
内
に
交
付
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
書
類
に
つ
い
て
は
、
規
則
に
定
め
る
書
類
に

加
え
合
格
通
知
書
等
合
格
を
証
す
る
書
類
を
提
出
。
入
学

後
に
在
学
証
明
を
改
め
て
提
出
す
る
こ
と
。

【
貸
付
の
期
間
】

　

貸
付
を
決
定
し
た
月
か
ら
貸
与
を
受
け
た
者
が
在
学
す

る
学
校
の
正
規
の
修
学
期
間
の
終
了
す
る
月
ま
で
の
期
間

【
資
金
の
返
還
】

　

卒
業
の
日
か
ら
起
算
し
て
６
ヶ
月
後
か
ら
、
下
記
の
期

間
内
に
月
賦
、
半
年
賦
、
年
賦
で
返
還
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

○
奨
学
金

　

高
等
学
校　
　
　
　

６
年

　

高
等
専
門
学
校　
　

８
年

　

短
期
大
学　
　
　
　

６
年

　

大
学　
　
　
　
　
　

８
年

○
入
学
準
備
金

　

入
学
準
備
金　
　
　

５
年

□
問
合
せ
先

大
和
村
教
育
委
員
会
事
務
局

電
話 

0
9
9
7
（
5
7
）
2
1
5
4

　

最
低
賃
金
は
、
臨
時
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
す

べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
、
使
用
者
は
労
働
者
に
対
し
、

最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

特
定
最
低
賃
金
（
産
業
別
最
低
賃
金
）
は
、
県
内
の
特

定
の
産
業
の
労
働
者
と
使
用
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
地
域

別
と
産
業
別
の
両
方
の
最
低
賃
金
が
同
時
に
適
用
さ
れ
る

場
合
に
は
、
高
い
方
の
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

最
低
賃
金
に
は
、
次
の
賃
金
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。
①

臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
（
結
婚
手
当
な
ど
）
②
一
月
を

超
え
る
期
間
ご
と
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
（
賞
与
な
ど
）
③

時
間
外
・
休
日
・
深
夜
労
働
に
対
す
る
割
増
賃
金　

④
精

皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手
当

地
域
別
最
低
賃
金

時
間
額

効
力
発
生
日

鹿
児
島
県

　
　
　

最
低
賃
金

７
１
５
円

平
成
28
年
10
月
1
日

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
　
最
低
賃
金
！

特
定
（
産
業
別
）

　
　
　

最
低
賃
金

時
間
額

効
力
発
生
日

電
子
部
品
・
デ
バ

イ
ス
・
電
子
回
路
・

電
気
機
械
器
具
・

情
報
通
信
・
機
械

器
具
製
造
業

７
４
５
円

平
成
29
年
1
月
８
日

自
動
車
（
新
車
）

　
　
　
　

小
売
業

７
８
０
円

平
成
28
年
12
月
21
日

※
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー
の
最
低
賃
金
額
は
平
成
28
年

度
は
改
正
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
平
成
28

年
10
月
1
日
か
ら
鹿
児
島
県
最
低
賃
金
額
７
１
５
円
以
上

の
支
払
い
が
必
要
で
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

名
瀬
労
働
基
準
監
督
署

電
話 

０
９
９
７
（
５
２
）
０
５
７
４

鹿
児
島
地
方
法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

土
地
・
建
物
、
会
社
・
法
人
の
登
記
事
項
証
明
書
の
請

求
に
は
、
自
宅
や
会
社
の
パ
ソ
コ
ン
の
ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ

か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
申
請
で
き
る
「
か

ん
た
ん
証
明
書
請
求
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
請
求
さ
れ

た
証
明
書
は
、
郵
送
の
ほ
か
、
最
寄
り
の
登
記
所
や
法
務

局
証
明
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
受
取
が
可
能
で
す
。

○
窓
口
請
求
よ
り
安
い
！

登
記
所
の
窓
口
で
登
記
事
項
証
明
書
を
請
求
す
る
場
合
の

手
数
料
は
６
０
０
円
の
と
こ
ろ
、「
か
ん
た
ん
証
明
請
求
」

を
利
用
し
た
郵
送
受
取
の
場
合
は
５
０
０
円
、
窓
口
受
取

の
場
合
は
４
８
０
円
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
「
登
記
・

供
託
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム
（http://w

w
w

.touki-
kyoutaku-online.m

oj.go.jp/

）」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
問
合
せ
先　

鹿
児
島
県
地
方
法
務
局
総
務
課

電
話 

０
９
９
（
２
５
９
）
０
６
６
７

13 12広報やまと 1 月号 広報やまと１月号



満
１
歳
お
め
で
と
う

島島
のの

集
落
の
み
ん
な
と
遊
ぶ
の
が
大
好
き
な

ひ
ま
り
ち
ゃ
ん
で
す
。

村
上　

ひ
ま
り
さ
ん

父 
京
助
さ
ん　

母 

汐
里
さ
ん
（
国
直
）

広報やまと 11 月号に間違いが
ありました。ここに訂正しお詫
びいたします。

11 ページ

診療所便りのタイトルは正しく
は「ノロウィルスについて」で
す。

12 ページ

筒わなの写真が間違っていまし
た。正しくは以下の通りです。

　　　          筒わな

奄美ドクターヘリの運行が平成 28 年 12 月 27 日より開始
されました。
　ドクターヘリは、119 番を受理する通信指令課の職員の
判断により出動が決定されます。ドクターヘリが出動す
る場合は、大和分駐所からは救急車が出動し、傷病者を
最寄りのランデブーポイント（所定の着陸場所）まで搬
送します。ドクターヘリには、救急医療の医師が乗って
おり、この医師の判断で搬送先が決定されます。ドクタ
ーヘリが待機する県立大島病院から大和村まではおよそ
７分で到着します。村内のランデブーポイントは、右の 8
カ所が指定されています（平成 28 年 12 月 15 日現在）。
 ランデブーポイントに指定されている小中学校には着陸
の際には事前連絡があり、児童生徒の安全が確保されま
す。 ドクターヘリが着陸する際には、安全のため消防職
員等の指示に従いランデブーポイント内から速やかに離
れるようお願いいたします。
　

・大和小中学校グラウンド
・大和港思勝地内
・大和浜埋立地
・大棚小学校グラウンド
・大棚港
・旧戸円小学校グラウンド
・名音小学校グラウンド
・今里港

問合せ先　大和消防分駐所　
電話 0997-57-2219

奄美ドクターヘリ  運行開始

村内ランデブーポイント
（平成 28 年 12 月 15 日現在）

訂正

こせきの窓

人 口　1,540 人（ △ 52）
男　　　746 人（△ 25）
女　　　794 人（△ 26）
世帯　 848 世帯 （△ 19）

12 月 28 日現在
（前年同月比）

お
誕
生
お
め
で
と
う

永
田　

未み
ら
い來
さ
ん
（
父 
広
正
・
思
勝
）

辻
原　

舞ま

い衣
さ
ん
（
父 
龍
一
・
大
和
浜
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

濵
﨑　

玲
子　

様
（
81
歳
・
大
棚
）

恵　

は
る
み　

様
（
67
歳
・
戸
円
）

津
村　

タ
ツ
エ　

様
（
96
歳
・
大
和
浜
）

松
尾　

勉　

様
（
81
歳
・
名
音
）

勝
山　

ヤ
チ
ヨ　

様
（
87
歳
・
名
音
）

香
典
返
し
（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

藤
田　

悦
子　

様
（
故
藤
田
清
子
様
）

平　

豊
彦　

様
（
故
平
多
惠
子
様
）

恵　

勝
司　

様
（
故
恵
は
る
み
様
）

勝
山　

望　

様
（
故
勝
山
ヤ
チ
ヨ
様
）

津
村　

ツ
ヤ
子　

様
（
故
津
村
タ
ツ
エ
様
）

広
報
誌
謝
礼

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今
田　

実
夫　

様
（
兵
庫
県
）

蘇
畑　

榮
茂　

様
（
鹿
児
島
市
）

河
野　

達
人　

様
（
日
置
市
）

富
山　

勝
之
助　

様
（
鹿
児
島
市
）

表 紙 写 真 の 紹 介
あけましておめでとうご
ざいます。旧年中は「広
報やまと」にご協力いた
だきありがとうございま
した。今年も「広報やまと」
をよろしくお願いいたし
ます。

表紙は、12 月 28 日に行わ
れた「ひらとみ朝市」で
出番を待つしめ縄飾りで
す。（撮影 地域おこし協力
隊 小海もも子さん）

ふ
る
さ
と
納
税

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

昇　

三
治　

様
（
茨
城
県
）

押
川　

輝
和　

様
（
東
京
都
）

岩
淵　

輝
美　

様
（
東
京
都
）

中
濱　

寛　

様
（
東
京
都
）

小
林　

奈
穂
子　

様
（
東
京
都
）

粟
根　

尚
子　

様
（
相
模
原
市
）

武
田　

秀
隆　

様
（
福
岡
市
）

今
井　

秀
文　

様
（
知
名
町
）

山
田　

美
佐
子　

様
（
長
崎
県
）

吉
原　

安
久　

様
（
沖
縄
県
）

松
本　

斉　

様
（
埼
玉
県
）

江
浪　

ま
つ
み　

様
（
兵
庫
県
）

田
上　

龍
二　

様
（
沖
縄
県
）

中
元　

和
夫　

様
（
鹿
児
島
市
）

「広報やまと」を

スマホに配信！
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約
87
％
を
照
葉
樹
林
が
占
め
る
大
和
村
で
は
、
山
は

豊
富
な
水
資
源
、
食
物
、
生
活
用
具
な
ど
生
き
て
い
く

の
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
し
た
。
大
和
村
に
お
け
る
林

業
は
、
戦
後
の
復
興
期
で
需
要
も
高
く
復
員
し
て
き
た

男
性
の
多
く
が
従
事
し
た
こ
と
で
、
最
盛
を
極
め
ま
し

た
。
と
り
わ
け
盛
ん
だ
っ
た
の
が
鉄
道
の
線
路
下
に
敷

枕
木
（
ス
ル
ッ
パ
）
の
搬
出
で
、
高
賃
金
で
あ
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
奄
美
の
森
の
大
多
数
を
占
め
る
ス

ダ
ジ
イ
で
で
き
た
枕
木
は
、
堅
く
、
耐
久
性
に
す
ぐ
れ

て
い
る
の
で
鉄
道
会
社
に
は
人
気
で
し
た
。

　

従
事
者
た
ち
は
朝
早
く
弁
当
を
持
ち
、
牛
と
共
に
山

へ
行
き
ま
す
。
木
を
切
り
倒
し
、
お
よ
そ
20
㎝
×
15
㎝
、

長
さ
2
ｍ
40
㎝
ほ
ど
の
枕
木
に
仕
上
げ
ま
す
。
枕
木
に

ク
ヮ
ン
（
写
真
参
照
）
を
打
ち
、
2
～
3
本
ず
つ
牛
に

引
か
せ
て
山
を
下
り
ま
し
た
。
今
で
も
山
中
に
は
枕
木

を
引
い
た
跡
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

奄
美
の
山
で
仕
事
を
す
る
際
に
、
必
ず
付
き
ま
と
う

ハ
ブ
の
危
険
。
ハ
ブ
か
ら
身
を
守
っ
て
く
れ
る
と
信
じ

ら
れ
た
の
が
山
の
神
で
す
。
旧
暦
1
月
16
日
は
山
の
神

祭
り
の
日
で
、
山
で
の
仕
事
は
せ
ず
、
親
方
の
家
に
集

ま
り
、
神
に
お
供
え
物
を
し
、
安
全
を
祈
願
し
た
の
だ

そ
う
で
す
（
写
真
参
照
）。
そ
し
て
、
セ
メ
ン
ト
製
の
枕

木
が
台
頭
す
る
と
パ
ル
プ
業
が
取
っ
て
代
わ
り
ま
し
た
。

　

時
代
の
要
請
に
応
え
る
よ
う
に
山
を
利
用
し
て
き
た

私
た
ち
。
奄
美
の
森
林
が
世
界
自
然
遺
産
と
し
て
未
来

に
残
す
べ
き
宝
も
の
だ
と
正
当
に
評
価
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
今
、
利
用
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
次
の
世
代
に

ま
で
残
し
て
い
け
る
よ
う
保
全
に
も
目
を
向
け
て
い
か

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。　

第３回林業

シリーズ

大
和
村

産
業
遺
産

大和浜　昭和 25 年

山の神祈願を終えて記念撮影するパルプ業者
昭和 38 年　故・桝谷正直さん撮影

くさびを木材に打ち込んで使用する
クヮン（中央公民館所蔵）

牛に枕木を引かせて貯木場に向かう


